
 

 

 
 

 

 

12 月 10（土）は、ひかりの子どものゆうぎかいで

す。子ども達の毎日の遊びや活動の中から生まれた表

現活動をご覧いただきます。 

詳細は別紙にてお知らせ致します。 

ひかりの子どものゆうぎかい 

 

赤い羽根共同募金 

 赤い羽根共同募金にご協力いただき、ありがと

うございました。おかげ様で 8,304 円集まり   

ました。皆様から寄せられた募金は、東京都共同募

金会へ送金致します。 

    
 

   

  

 

    

   

 

 

 

 

    

 

 

 

光 の 子   
学 園 だ よ り 

５歳児（道）  

・季節の自然や行事への関心を深め、積極的に遊びの

中に取り入れて楽しむ。 

４歳児（和） 

・季節の移り変わりに気づき、自然に興味、関心   

持つ。 

３歳児（愛）                                         

・自分の思いを、言葉や動作で表しながら活動に取り

組む楽しさを味わう。 

２歳児（心） 

・保育者や友だちと、言葉のやり取りやごっこ遊びを

楽しむ。 

１歳児（輝） 

・簡単な言葉やしぐさで思いを伝え、保育者や友だち

と関わることを楽しむ。 

０歳児（純） 

・戸外遊びや散歩で体をたくさん使って遊んだり、 

探索活動を楽しむ。 

 

行事予定 

 

朝夕の冷たい風と木々の葉の色づきに、秋の深ま

りを感じます。子ども達は、戸外に出ると落ち葉や

木の実を拾い遊びに取り入れ、秋の自然を存分に感

じています。 

気温が下がり、空気が乾燥し、感染症が流行する

時期でもありますので、手洗い・うがいを丁寧に行

い、規則正しい生活を心掛けていきましょう。 

どこまでもやり抜こう 

 保育目標 
 

 

１日（火） こころの日 身体測定   １６日（水） 高尾山登山予備日 

      内科健診         １７日（木） リトミック（心・輝） 

２日（水） 高尾山登山（道）            体操教室（太陽） 

３日（木） 文化の日         １８日（金） 稲作（道） 

７日（月） 立冬           ２２日（火） ありがとうの日 

９日（水）  お囃子（道）       ２３日（水） 勤労感謝の日 

１０日（木） 体操教室（太陽）     ２４日（木） 稲作予備日 

１１日（金） お弁当散歩（太陽・心）         卒業記念写真撮影（道） 

１２日（土） 多摩養育園福祉祭り 2022  ２５日（金） お囃子（道） 

１５日（火） 創設者誕生祭・七五三   ２９日（火） 誕生会  

 

    

           

             

 

    

 

                       

 

※避難訓練と不審者対応訓練は予告なしで行います。 

                            

こころの日保育目標 

第５９６号 

令和４年１１月１日   

光 明 第 六 保 育 園 

                       

 

http://www.koumyou6.net 

 

 

 

 

 

第 14回 多摩養育園福祉まつり 2022 

～コロナ禍こそ つなげよう 地域の笑顔～ 

14 年前に「地域の皆様と協力しながら相互に福祉への関心を深め、地域福祉

の発展」を目的として始まった多摩養育園福祉まつり。今年の福祉まつりは、 

多摩養育園各 13 拠点にて様々なイベントを開催しながら、各会場の様子を

YouTube でライブ配信致します。各拠点のイベント詳細については、QR コード

を読み取りご覧ください。 

【福祉まつり日時】 

11月 12日（土） 10:00～12:00 

【開催拠点】 

 光明八木町、光明楢原、光明椛、鑓水の里、犬目の里、いきいきプラザ、光明

千手、光明第四、光明雲龍、光明第六、光明第八、光明石川、光明府中南 

 

※避難訓練・不審者対応訓練は予告なしで実施します。 

勤労感謝の日 

  11月 23日（水）は勤労感謝の日です。「勤労を尊

び、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う日」とし

て、1948 年(昭和23年)に国民の祝日に定められま   

した。 

保育園では、いつも支えてくれる家族の方、地域

の方々、様々な仕事で携わってくれている方々に対

して感謝の気持ちを伝えます。 

 

 太陽チームで小峰公園に散歩に行った時のこと。草

むらでおんぶバッタを見つけました。普段見慣れない

おんぶバッタに子どもたちが集まり、「いつからおん

ぶしているのかな。」「大きさが違うから、お母さんと

赤ちゃんかな？」「ずっと一緒にいるね。仲良しさん

だね。」と話していました。子どもたちなりの想像が

あるのでしょうね。お互いの顔を見合って話し合って

いる子どもたちがかわいらしかったです。 

QR 
QR コードを 

読み取ってね！ 

ひなたぼっこ 

 

http://www.koumyou/

